




情報科学センタ 一ーでは情報関係科 目を1994年度 よ1)
全学共通科 目として設置してきた。設置 目的は全学に
共通す る基礎的、応用的情報教育 を実施す ることであ
る。現在の情報社会においては コンピュー タやネッ ト
ワー クについての知識や使いこなすための能力が必要
とされている。 さらに専門的情報教育の要求 も大 きく
なってきてい る。情報基礎論、数値 ・文字 ・画像情報
誌はこのよ うな要求の もとに設置された。 これ らの科
目の授業運営をサポー トす るため、情報科学 センター
として独 自の システムの開発を続けて きた。
情報教育科 目の講座は、1994・95年度は100コマ、1996
年度には108コマと開講数 を増や してきた。しか し施設
の関係上、希望者金貝が受講できるまでには至 ってい
ない。今後 も開講数の増加が予想 され る。 また大学全
体でのカリキュ ラム改革 も既に はじまっている。この
ような状況の もとで安定 した システムを作 りユーザ




学生 は旧カ リキュラムの科 目に読み変 える。即 ち各科
目1とIIを両方履修 し、成績は前期 後期の得点の平均
をとり4単位 とす る。履修 できるのは次の科 目である。




は新 カ リキュラムを使用する。即 ち各科 目は半期で完








各科 目Ilは1の単位取得 を前提 とする。
各種情報論 ・情報処理論 は情報基礎論の単位取得 を
前提 とする。
2.履修登録方法




㈲ 登録処理 は前期に行い、後期 の履修 登録は行 わな
いo
(4)各種情報論は複数登録 してもよい。
(5)1科目で1枚 のOMR用 紙 を使用す る。



















信頼性 ・保守性 ・拡張性 ・管理性の追求
44
画像 情報 論1・IIの開講。
ω 受 講希 望は第二希 望 までマー クで き、第三希 望は
取 らない。
(5)(1)から(4)までの項 目につ いてOMR用 紙 の設計変
更。
4.シ ステムの評 価
(1)改善 された点 として、次の よ うな項 目が考 え られ
る。
・処理時 間が短縮 された。特 に事務室 での名 簿作成
等の処理が な くなった。
・統計資料が手軽 に出力で きる。
・学生の履修登録が楽 にな った と思われ る。
・教員に はフ ロッピー で履修 者情報 を渡すの で、成
績の受渡 し以外 に も利用 出来 るよ うにな った。'・
・事務 室 では履修 ・成績情 報の入力が必要 な くなっ
た。
(2)今後 の課題 として、次 の ような項 目が考 えられ るe
・事務 ・教員 ・学生か らのデー タの検 索が しやすい
シス テムの作成。
・過去 のデー タの検索 システムの作成。
・デー タ修 正が しやす いシステムの作成。




・パ ソコン、ネ ッ トワー クを用 いた履修成 績デー タ
ベー スの作成 。
・ドキュ メン トと処理 マニ ュアルの作成。
・授業 記録や 出席 表(教 員、学生)な どの記録 の人
力の方法 の検 討。




チ ェック ・修正 処理
フ ァイル作成処理
・履修 マ ス タ作 成
・抽選 フ ァイル作成




・履修 者名 簿 ・索 引簿
・授業 別 人数表
・履修 マ スター ダンプ リス ト
採点データ入力処理
採 点記 入処理
・デー タチ ェッ ク
・デー タ修正






・履修 マスターダンプ リス ト
後処理
ファイル作成処理
・事務 シス テムデー タ作成
帳票作成処理
・学部川 リス ト作成
